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威
激
新
た
に
十
二
月
入
日

大
詔
柄
乎
と
し
て
毅
せ
ら
れ
し
よ
参
乙
㌧
に
二
年
、
十
二
月
八
日
は
三
π
び
め
ぐ
ら
奈
つ
π
、
あ

の
大
い
な
る
脂
史
の
日
は
ま
π
訪
れ
來
つ
π
の
で
あ
る
、
南
に
北
に
山
ま
π
山
の
大
陸
に
、
は
て

な
き
海
の
は
て
に
、
塞
に
と
決
戦
は
日
毎
に
苛
烈
の
相
貌
を
加
へ
つ
、
あ
り
、
殉
國
の
熱
情
に
い

や
が
上
に
も
燃
え
さ
か
る
い
ま
、
こ
＼
に
十
二
月
八
日
を
迎
ム
、
威
慨
一
入
の
も
の
あ
う
、
學
園

に
あ
つ
て
は
さ
き
に
業
牛
ば
の
學
徒
を
戦
陣
に
迭
ウ
、
ま
疫
全
學
あ
げ
て
待
機
の
状
態
に
あ
る
、

大
東
亜
の
黎
明
を
導
く
我
等
學
徒
こ
の
威
激
の
日
を
迎
へ
て
決
意
あ
ら
尤
に
聖
慮
に
懸
へ
ま
つ
ら

ん
、
誓
つ
て
宿
敵
を
繊
滅
せ
ん
の
み

學

昭
和
十
六
年
r詰
月
ハ日
、
沿
ね
て
瞭

曇
を
孕
ψで
ゐた
因
騨
隅
係

勲
跳
鵬

ま

の
大
詔
を
舞
レ、
大
東
亜
の
一角
か
り

,
玲
龍
と
は
申
渡り
初
め
た
の
で
あ
つた

勤
し
き
世
界
の日
本
は
こ
の
日
を以
て

墾

舞
の
上
に
藻
の
欝

以

く
刻
み
こま
れ
鴻、
十
二
月八
日
、
ぞ

んな
㈱

の々
日
で
あ
る
、
大東
亜
、
世

界
ポ新
レく
つ
く
り
薗
され
る
髄
聖
な

勘

B
で
あつ
た
、
大
東
亜
の銘
配
す
へき

曜

日
で
あり
世
界
の
欝
跡
がこ
＼
か
っ新

旧

ひじし

)くか
き
瞳
さ
九
る
歴史
の
日
で
あ
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十
二月
八
日
ー
こ
の
円
以
來
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貫
くも
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天
簾
那
獄
へ
の
孜
麦

κ
る燈
み
に
つ
き
る
の
であ
る
・
磯
第

仏す
べ
て
職
力
廟
騒
に築
中
δれ
、
直

観・
聞
麗
に
そ
の
剣
果
臓級
げ
ら
れ
つ

＼あ
り
・
ま
た
脇
欝
は
卒粟
と
共
に
蕾

門を
く
望り
醜
の
御
楯
とし
イ
箪
園
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名穿

恐
つ
て
職
ひ
・
ひ
φ
たび
學
鷲

勘
夢
の
羅
ある
や
卒
然た
つて
こ
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三
鵬
じ
今
や大
察
の
決
賊
場
に鋸
を
し
き

冒

載
果を
あ
げ
の
べく
卒
侃
の中
に
あ
り

更
に
この
十
二
月
一日
を
期レ
て
學
孚

七

ばの
法、
交
、
系
學
臨
の
入蕾
・
入
團

申

をみ
る
に
至
り
、
か
つ
て
の鷲
白
き
イ

ノ
テリ
の
名
棚
に
逞
まし
い
慨
皐
の
名

笠

によ
うて
お
き
か
へ
られ
著ー
至
つ
た

号

騨
の々
日
を
つ
く
り
あげ
る
も
の
、
こ

孔こ
そ
躍
行
一燈
に艇
レ
ア峯
徳
の
力

に
僕
つ
所
多
ユ
の
香
あ
る、
我
等
、
大

詔
に
額
つ
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と
こ
つ胸の
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に
お
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宿々
敵
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亡
の
一
虚の
み
、
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↓
属
σ
陸
昌
の
礎
と
なら
ん
一含
の
憾で

て
あ
る
、
十
二
月
八
日を
こ
こ
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む
か
へ

で
、
三
た
び
我
導転
か
ぐ
、
か
た
碇、

ち
心隙
かに
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ふ
の
で
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敵
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攻
臥
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k
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ル
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履
洋
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に
日
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悔
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ざ
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茄
加
へ
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つ
＼
あ
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、
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の威
厭
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以
で
区
敗
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局
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を
掩
ひ
つ
くさ
んと
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、
カ
イ
ロ

會
譲
の
臼
猷
夢
〃以
て
大
菓
亜
制、言
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とし
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碧
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評
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＼
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の
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を
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こ
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本墨
穴
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午
削
八
時
牟
か
ら
興墨
部
蓬
動

場
に
おい
て
争
行
ざ
♂た
、折
柄
燦

然
こし
て
髄
く
大
日腰
明
る
く
こ
の
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史
の
日
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照
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の
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に
立
イ
ら
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國
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翻
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生
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萬
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翻
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れ
る
今
後
の
動
き

騒
飴
出
剛
にと
も
・〆ひ
命
員
搬
の
繊少

な
ら
び
ヒ曾
員
の
質
的
勘
化
を
うけ
従

奮

妻

陣
蟹

幽

化
餐

響

れ
る
同醐
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各
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織
猛
の
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い
で
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手
段
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り
今
日
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つ
た
が
各亙
細
に
お
け
る
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鮒
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で
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、
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携
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∈
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自
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甥
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り
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化
)

よ
つ
で
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を
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て
は
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と
こ
ろ
動
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な
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つ
て
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解
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史
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謙
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ヒ
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恒
氏
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部
謙
師
萩
原
的
大
郎

氏
・
ξ

部識
師
射
撫
信
夫
民
多
れ

て
'助
取
概に
任命
鞭
令
レ
た
、祈
任

にの

敷
、
助
敏
授の
麗
麗
左
の
プ
と
く

西
村
教
授

大
岐
府
の
産、
昭
和

雲
ヰ
大
阪
高等
豊
腿
卒
噛果、
同
ハ年

本
攣
工墨
部
卒
業
、
同
年
E菱
恵
工

業
名
責
屋
航察
機
製
彬
所
輸務
、
同

十
七
年退
吐
、
株
筑
恕
耽
西
山
緻
工

所
取
締
役難
工場
農
に
就
任、
同
年

工
學
部
認師
と
な
り
今
日
に
い
,つ

た、
存ほ
藪
授
駄
同
日
附
で
工璽
博

ナ
を
授
興
ざ
れ

炉論
文
は
【電
氣

黙
臓目
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接
の
貿
鹸
的
研
究」
6あ

つた
、
網
任
講
箆
は
航
峯
「葱
篇
四

調座

}吉
田
助
教
授

京
郡
肝出
身
・

昭
田
」靴
醍
昌
鯉卍
卒
柔
、
同
八
匹

本
唇
埋
'～罫
幹、
同
瞬
に
詞
真
⊃

副
王
、
同
十
ご
無助
手
、
同
ト
ヲ}耳

一
副
手
、
同
丈

誌
師
㌃
り
自

、い
,る

ー
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旧助
数
授

廣
勘
駅
の
融
、

昭
和
∴
一2
】滅席
、
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十
ナ年
ノ

墨
工
碑
拐
卒
集
、
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罫
ぐ
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+
ハ年
詔
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京
都
嚇
山身
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大
ヂ
八
年
三
嵩卒
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十
一年
本
罎

理
學
部
卒'
同十
三
年
凧都
高
篤
工

騨
蜘
殆
、
同十
四
q
汎隅
叔入
痢
、

昭
浦
八
年
退
刑、
同
↓
一托
鯉
ム部

諒蹴

室
賀
助
敏
授

欝
岡
懸
山
身
、

昭
コ
歪
三
簡卒
、
本
磁
交
触
部
地

理
鰯
科
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一年
葦
埼
鴫
託
、
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二
年
認舳
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現
ザ
に
ー
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た
9謂
塞
心身
畷
蜘
強
調

鶏
間
に
呼
鵬
レ
で
全
學
欝し
ゴ履
雄
塞

稗
古
」
冷
買
鯉
す
る
こと
に
な
り
・
こ

の
旨
全
國
各
學
凌
あ
て
通牒
を
毬
レ
た

し
置施
要
綱
は
左
の
挿り

▽
期
間
、
十
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月
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旬
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年
=
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旬
に
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期
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實
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鋤
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遁
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訓
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し
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實
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(ロ)
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施(ハ
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技
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戦
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燭
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憾
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簡
し

ま

和
ゐ
と
こ
ろ
e

の
る
か
ら
こ
の
方

面
の
妻
紮

ぜ
今
日
如
伺

に
レ
て
縄
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・
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∈
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萬
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盲職
借一

鱗講

鱗戴

灘懸

議"嘱

難謙

麟旺

礁

韓
のの
構

轡

難
繋穫

灘辮

羅審

F

宮

本

正

脅V

著

A
5
剣

定催

八・
00

大4

乗
廼蓮

の
全

蒲

講

叢

譲欝鷺臨鱗霧
轟

士口
M醐

修
一
師卵

魏叩

B
b
判

足傲

三・
五
〇

生
の
哲學
、
特に

刊

梱ル
"

創

蓮

的

進

化

霧
鑓
蔽.1

981
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十
九
世
紳
の
ロ
シ
ャの
凋
名
な
惣

麟
㌶
が
因
ヨ
ー
ロ
ツ
パの
或
思
郡
家

に
つ
い
て
賓
の
や
うに
宮
つ
て
ゐ
る

「着
し
彼
が
先
に凝
ん
だ
本
を
数

年
お
老
く
躍
み
、笹
が
楓
惣
糠
式

か打
ち
た
て
る
た
め
の
ぞ
の内
面

的
な
仕
事
を
絡
つ
て後
には
じ
め

て躍
ん
だ
本
漁藪
年
皐
く躍
ん
だ

と
した
ら
、
彼
は
若
干
別
楼に
盛

い
池筈
で
φ
ε

善
い本
で
も
悪
い
本
で
も入
間
の

頭闘
か
ら
生
れ
た
も
の
であ
り
、
入

間
の頭
騰
は
こ
の
現
置
の世
界以
外

か
ら
は
何
物
も
取
る
こ
と献
出
來
な

いの
で
あ
る
か
ら
・蕃
い本
か
ら
も

悪
い本
奮

も
馨

は
この
世
選

しご

つ
いて
の
何
等
か
の
知
瞼を
雌
ゐの

　お

であ
り
、
こ
の
竃
厭
に
お
い
で惑
い

本も
響
い
本
と
同
じ
に
職着
に
取
つ

て
有盆
で
あ
リ
得
ろ
o
しか
し
悪
い

ずぜ

本か
ら
も
盆
を
傅
るの
は
既に
正し

い
凪邸
礫
式
を
も
ち
・
その
故
に
悪

い本
か
h
悪
い
麟副
を
受
け
る
こ
と

の
な
い
熾
巻
の
み
で
あ
るo
そ
し
て

さ
う
い
ふ
餓
犠
は
我
の々
駐會
に
は

ま
だ
ご
く
儀
か
き
り
ゐな
Pの
で
あ

るo
大
多
鼓
の
隙
霜は
・
甘
は
讐・

白紙
の
や
う
な
も
の
で
、悪
い本
を

躍
め姥
照
い
色
に
染
膜り
、
糠
い
本

を
躍め
曜
響
い
色
に
勲ま
る
o
●
い

本を
先
つ
蹴
脂
に
概
侠
丁る
こと
が

轡
翼
で
あ
る
。
こ
れ
は
き
まり
さつ

た
こと
の
や
う
で
あ
る
が、
私
が
特

に
これ
を
取
り
た
て
＼
言
ふの
は
、

交
墨の
頓
鱗
で
も
善
い
本
は
隅
め
て

少
く
、悪
い本
は
汗
牛
充
標
も
た
讐

な
ら
ぬ
有厳
で
、
そ
れ
ら
の悪
い
本

から
悪
い色
に
製
ま
る
讃
者
に封
し

て
全
～卿
激
の
胤
に
堪
へな
い
か
ら

で
あ
る
。

現
在
蛋
の
護
着
が
、
一一十
年
劇

に
比
べる
と
、
蓑
レ
く
熔
加
し
て

ゐ
る
こと
は
事
賞
で
あ
る
が
、
し

か
レ日
本
で
交
縁
が
ま
だ
一般的

蔵
獲
の必
須
的
翼
素
と
な
つ
てゐ

な
い
ごと
は
誰
に
で
も
わ
かる
o

小
諫
弘慶
む
も
の
は
申
愚
生
ρ
つ

ち
には
勿
臨
、
大
犀
、
寡
門鷹
甲凌

の學
生
のう
ち
に
も
少
じ
の
で
あ

る
o新
蘭
記
看
や
ラ
ジ
オ
の
ア
ナ

ウ
ンサ
ー
は
大
観
又
は
專門
呂
稜

の卒
業
牛
のう
ち
か
ら
選
ば
れた

入
々
、即
ち
一簾
の
知
識
人
な
の

で
ある
が
、
文
壇
や
脩
家
に
つい

て
の新
聞
記
事
や
ラ
ジ
ナ
の
ニ
ユ

ース
には
随
分
渦
稽
な
間雛
ひが

革
嘱
で書
か
れ
た
り
、
君
は
れ距

リレ
てゐ
る
。

此
間
も
礫田
秋
脈
氏
の
死
に
つ
い
て

の
ニ
ュ
ース
で
東
京
の
ア
ナ
ウ
ン
サ

改

「豪

愚
撫
節
秋騰
氏
が

逝
去
さ
れま
し
た
」
と
職
躍
レた
o

最
襲
に
な
つ
て
・拍
断
と
い
つ
た
の

壕

の
騰
り
であ
つた
こ
と
藁

蝋
し
た
が
・
そ
れは
曜
りく
傍
で
蘭

い
て
ゐ
た
瓢
かに
荘
齢
δれ
た
か
ら

ぎ

で
あ
b
う
o
こ
れは
驚
くべ
き
こ
と

の
や
う
で
・
置
は
競
くに
尼り
な
い

こ
と
で
あ
る
o
そ
れ
ほ
ど
日本
で
は

交
學
が
習
及
レ
て
ゐ
な
い
の
であ
る

吝
蓄
履
汎
な
黙
巻
拶
普
准
させ

る
こ
と
が
必
翼
で
あ
る
が
、現
圧交

躯
と
い
は
れ
て
ゐ
る
も
のを
無
藻別

自
分の
友
贈
や、
上
役
や
、
親
兄
弟

に
つい
で
自
分
が
漠
然
と
磁
レ
てゐ

オ

る
こと
を
据
家
が
明
瞭
な
形
象
に
お

い
て
示し
て
く
れ
る
こ
と
を
求
め
て

ゐ
る
のに
、
今
の
大
部
分
の
搾
家
が

嘗
く
の
は
一磯
讃
者
に
緑
の
な
い
、

何
か
特
別
な
ハ理
をも
つ
て
ゐ
る
何

塵
か
の
劉
徹家
の
こ
と
か
、
着
レ
く

は
蹴
養
の
眞鰯
か
ら
は
お
よ
そ
還
e

何
か
蟹
の
上
的な
公
賓
船ら
出
來
た

人
間
の
こ
と
か
で
あ
るo
.κ
から
一

て我
々
の
仲
間
に
は
い
つ
て暫
く

ゐ
れ
ば
、
我
々
と
お
な
じ
にな
る

さ
」と
放
露
レ
た
と
い
ふ
騒が
あ

る
o
臼
本
の
交
學
膏
年
の
既戯
交

壇
人
への
圓
化
の
傾
向
は
同
人薙

誌
と
い
は
れ
る
も
の
労魯
見す
れ

ぱ
、
眞
ち
に
わ
か
か
る
(勿論
例

外は
あ
る
が
)
こ
の
や
う
な交
翠

胃年
は
惑
い
本
か
ら
悪
い
色
に染

まる
ので
あ
る
o
そ
レ
て日
本文

農
の
次の
ジ
エネ
レ
ー
シ
ヨ
ン
も

こ
の
ま
＼モ
行
け
ば
、
ま
た
同
檬

な
も
のと
し
て
緩
翻
す
る
で
あ
ら

讃
者
・文
學
青
年
・批
評
家

除

村

し
口

太

郎

 

的
に
習
及
さ
せ
る
事
が
出
來
るか
o

現
荏
の
小
説
や
詩
の大
多
致は
、
如

何
に
こ
ち
ら
か
ら
誓
及
さ
せ
よう
と

し
て
も
・
一畷
職
看
の
方
で受
け
つ

け
な
"
で
あ
ら
う
。
一糠黙
巻
欧
面

白
く
て
自
分
の
賢
煕
に答
へる
も
の

で
な
け
れ
ほ
受
け
つ
け
な
いに
叢

つ
て
ゐ
る
が
鳥
碧
在の
帽
品
の
大
鶴

分
は
飴
ら
な
く
て
、
瞭
霜
の
買煕
か

ら
露
く
か
け
暇
れ
て
ゐ
るか
ら
で
あ

る
o
隙
巻
は
こ
の
世
昇
での
周分
の

喜
び
や
懸
レ
み
を
準
猷
轄
騨醐
レ
、

鰐
響

L
作
泳
かど
ん
な
小
睨
ぜ笛

、.冠て
も
無
關係
6
あ
る
o
伎
臥
小
観

を
圃
綜な
e
か
ら、
蔓
軍
に
關
し
て

は
依
然
とし
て
白紙
な
の
で
あ
る
o

と
ころ
で
駈
調文
屋
青年
は
ど
う

か
。
彼
は
既成
文
醒
人
かま
ね
て

文
餓
的
カ
スト
の中
に
戯い
ら
う

う
o

幾

護
ど
・な

詣

毒
醤

'.
本と
悪
い
本
と
恕囁
別
レ
、苦
い

本
が何
散
善
い
か
、
寒
い
本
献
何
故

悪
Uか
を自
分
自
身
の
實
融
化辮
聴

と
し
て競
き
明
か
す
こ
と
を
そ
の
職

と
努
め
て
ゐる
o
黄
ロシ
ヤ
の
或
魑
とす
る
o
レ
か
る
に
現
代
の
惣
鶴

犬
墨
で脳
生
の好
雌
心
に
答
へる

ご
と
のな
い教
師
ば
か
り
が
そ
ろ

つ
て
ゐ
た所
へ眞
理
への
愛
に
燃

え
」新
鶏
鍬幡
の戦
授
が
新
た
に

任
命
さ
れ
た時
、
そ
の
大
昌
の
罎

部
曼
が
「な
ア
に、
あ
の
男
だ
つ

凍
の大
部
分
は
さ
う
い
ふ
本
犠
の
仕

事
の代
り
に
・
自
分
の
脚
醗
』
し
ば

ぼ

ら
く
描い
て
、
陪
成
の
例
範
か
の公

式
に遍
去
及
ひ環
在
の
文
感聾

置

を
無理
に
は
め
込
ゆで
見
た
り
、
何

京都帝大學新聞(e曜 月)
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か
こ
の
世
界か
ら
か
け
艦
れ
た
抽測

閉
な
こ
とを
轟
々
と
遊
べ
た
てた
り

し
てゐ
るo
この
第
二
種
の
距
越
娠

の
い
ふ
こ
とは
、
何
度
讃
ん
で
見
て

も
、
例
の
こと
や
ら
さ
っ
ぱ
り
わ
か

ら
な
い
場
食
州
多
eo
と
こ
ろ
が
さ

う
い
ふ
惣
鶴
識文
の
讃
者
で
あ
る
文

罎
青
年
は
、
何
時
の頃
か
ら
か
、
明

を

瞭
本
明
な
こ
と
を
いふ
の
は
俗
人
の

榮
で
あ
つ
て
、
広當
の
酋
璽
者
や
文

箪
者
は
漢
然
と
し
て捉
へど
こ
ろ
の

な
い
こ
と
を
い
ふ
も
のだ
と
き
め
て

ゐ
る
から
・
さ
つ
い
ふ
施鶴
泳
の
搬

交
の
抽
謬

・
鷲
讐

弩

ろ
喜

ぷ
の
で
あ
る
。
こ
れ
6は
何
鴎
かの

艦
路
に
搬
ひ
こ
Φだ
や
つな
も
り
で

如
側
に
歩
さ
姻
42・ても
本
當
の
匝
謄

で
の
前
憲
は
渇り
雌な
い
o
た
望
足

メ
疲
几
る
た
け
であ
るo

鎚
評
家
に
来
む
べ
きは
自
分
の
爪

畠
の
凱
感
に
よ
つ
て批
詐
の
幾
を

噛厭り
、
文
攣
皆[年
を述
路
か
「り導

石贔
す
と
共
ー7固、
一麟
讃
着
に
も

自
分
の
欝
設
思傾
隠
せ
し
め
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
レ
て現
粍
の
砒
誤

の
農
も
軍
要
な
課題
の
一つ
は
明

演
以
來
の
日
本交
錫
に
お
い
て歯

い
準
晶
と
韻
い揮
品
知藍
別
レ
、

か
く
レて
文峯
胃年
に
射
し
、
ま

た
一船
畷
矯
に
劉
レ
て
止し
.査腰

嘗
の
指
針
を
閃
へる
ζと
で
あ
る

明
治
以
來
の
蚤

に封
守
る
一種

の
文
學
更
的
研究
は
羅
か
な
り

盛
ん
で
あ
る
が
、作
晶の
文
學
£

的
置
昭
と
臨
術
的
蟹廼
と
は
這
ふ

の
で
あ
る
o
幣
品
の5
個的
償
旭

即
ち
過
去
の
拒
81が
騨在
の
凝
潜

の胸
に
も
ア
ツ
ピ
ー
ルす
る
力
を

徴
討
レ
、
ご
の
意
味
で償
魑
高
き

も
の
を
先
づ
複
巻
に推
薦
丁る
ζ

と
が
必
要
で
あ
る
o

か
う
い
ふ
と
・
人
は
或
は私
を
翌
鰯

ヨ

塗ヒ
密
職
者
の
如
く
考
へ
るか
も
刈

れ
ない
が
・
私
の
い
ふ螺
絹
的
膣

ぢナ

と
は
こ
の
世
界
に
闘
す
る形
象
的
思

ゆやな
か
ち

笹と
し
て
の
菖
術
の
腰魑
の
こ
と
で

あ
るo
こ
の
眼
前
の
世
界
だ畷
れ
て

麟
微
は
な
い
〇
二
の
世
界
の中
で
の

我

の々
喜
怒
哀
樂
を
暇
れて
灘
偽
臥

な
い
。
詰
り
、
我
々
の
喜怒
裏
樂
配

、
そ
れ
の
よ
つ
て
來
た
ると
ころ
を

賢磐

以
つ
て
描
乏
出
レ・
そ
の
間

に
例
等
り醗
薦
も
、
伺
等
の
rま
か

セリコ

し
も、
側
等
の
要
協
も
δレ
は
よ
ま

ない
も
の
こ
ぞ
猷
本
冨
の蟹
朧
も
め

ワハサコゆ

るO
さ
う
い
ふ
蕊
備
は
決レ
て
交
學

璽

の
み
の
獣
響

は
な
い
。
融

牌
雷
も
・
敗
蟹
麗
の
戦
嶽
と或
驚
度

の
時
間
の
齢
裕
と
蹴
嘗
に
射す
る筍

慣
と
か
あ
リ
6
へす
れ
α必
ず
さ
つ

、Mふ
鰍
翰
を
享
樂
す
る
曹
であ
るo

明
治
の末
に
粥
馬
縣
の
片
田
脅
で
小

堰
陵
を
卒
へた
だ
け
の
糟
年
が置
花

の
「不
如
蠕
」
を
請
ルで
ゐ
池
こと

浄
私
は
か
す
か
に
記
億
し
てゐ
るo

「爪
如臨
」
は
・
或
慰

にも
碧

ず
・
本
當
の
戴
翰
で
あ
る
か
り・
そ

の胃
年
が
こ
れ
を
大
な
る
搬
動
ζ共

ヒョ　

に
謹
んだ
で
あ
ら
つこ
と
が
想像
さ

れ
る
。明
治
以
廉
の
文
観
に
お
いて

如何
な
る
作
尿
の
如
側
な
る幣
品
が

本雷
の
獣
制
の
仲
間
に
入
る
か
ー

こ
の
こと
に
つ
い
て
、
如
側
にそ
れ

が不
思議
な
こ
と
で
あ
つ
て
も
、
環

在
ま
で交
嵐
に
定
娩
引出
肇
てゐ
な

い
の
であ
るo
馳
離
擬
の
刷
同
の
雰

力
に
よ
つて
こ
の
悶
題
か
決
定
され

る
こ
と
雌必
翼
で
あ
る
o
そ
し
て
か

く
し
で選
ひ出
され
た
本
當
の
霧
爬

レマへ

てロ

の年
品
を
先
づ
翻
者
に
搬
侠
レ
て
、

物
を見
ろ眼
を
養
は
し
め
、
彼
の
胸

に
ホ
笛
の灘

への
獄
を
め
ざ
め
し

め
る
こ
と撚
必
要
てあ
る
。

一旦
正
レい
方
向
に
養
は
れ
た
眼

は
そ
の律
悪
い
作
吊
に
ふ
つ
つ
か

ゐ
時、
批
判
と
共
に
そ
れ
に
封
す

る
こ
と
が出
廉
る
で
あ
ら
う
o
そ

し
て
一
旦讃
薪
の
脚
に
め
ざ
め鳶

本
臓
の騒
個
への
愛
は
延
い
て
作

蹴
遼
に
逆彫
響
を
及
ぼ
レて、
岐

路
に迷
ふ作
家
鑑
を
儲
粥の
本
追

へ馴
き
艮
す
であ
ら
う
o

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜鱒㎜㎜㎜㎜り㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎝㎜開㎜㎜㎜側劇

大

陸

と

民
族

資

本

-
支
那
民
族
費
本
の
性
格
と
昂
趨
1

徳

永

更静
大
聴
は
こ
わ
を
大
別し
て北
ど

如
く
で
は
あ
る
が湘
然も
支
那
民
族

南
しお
いて
そ
れ
ぞ
れ
の
特
費
な事
儲

資
本
は
一扇
的
のも
ので
は
な
く
,

を
教
出
し褥
る
も
り
で
あ
リ
・か
くす

多
曜
に
亘
つ
建

格を
持
つ
も
の
で

窒

義

について髄
窪

繋

編
藻
鵜
}醒

獄
に
明
砥
な
るも
の
を
加
へ
る
のみ
な

モ
れ
は
閥
粟
資
本
と
U
ての
領
域
よ

ろ
ず
、響

箋

に
つ
い
て
も
ての
織

鼓

走

は
誕

レた
分
野
に
宅

鰹
一明
瞭
な
りし
む
る
r
塾
す
ると
こ

い
こ
と
と
・
高利
貸責
本
と
し
て
の

ろ
が
多
か
つ
たo
今
日
支
騨
事繊
か
ら

高
刈
を
遭
求
す
る
こと
と
で
あ
る
。

更
に
大羅

馨

に
葎

その
持つ

暫

謬

た
・ゆ如
'・ての
艦
τ
た

薯

の世
界
聖

讐

撮
嘉

署
の

形
騨

内
響

は
等
質
秀
も
の
の
み

も
り
あ
るは
い
裳

で
も
な
辱

こ

書

出
す
の
叢

な
く
・て
、
民
餐

難
難
鹸
欝灘
　

簸
灘

鰻

載
鋤
故に畢
凸も
毒

甦

ごに
つ
ギ
・毫

爵
〔ご
霞

か
め

ウド

う
'
共

㌧
篇
正
し
な
ぴ
ろ
和
苓
地
唖
と

数
日
前
か
閣
9
の
か
丈

t
紛
新
勤
閃
蟹

ザこ

ゐ

ロニ

侮
晒
地

d
・て

、つ

く
q
鴬

、猷
別
を

の
矩
珊
遣
墨
展

憎
會
弧
催

.、}
!
7
0
私

琴

・6

皐

φ

"
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三

・置
・嵐
綴

が
嚢

訪
ね
.あ

L

②
,
タ
ろ

㌧
ま

熟

4
ビ
ひ
'
♂
.の

一
艶
己
r
制
約
す
る

っ
定
澱
か
マ
簡
場
に
も
四
、
噌〔
人
の
入

ハ
・
北

女
㌧

訪
つ
て
も
・
由
南
文
に

あ

が
見
え
4
だ
け
で
め
つ
た
。
暖
い
小
春

つそ
東
英
寧

ろ
罫
鶴

悪

の
見
撃
灘

へ樹
髪
群
に

雪
ぽ政
徹
の弦
㍑
磯
園
犠
畷
に
和革
憩

落
し
で
屠
わ
。
ての
ひ
つ
'U
昏
ゾち

困
の新
支
勢の
領
壌
L
得
・
て
気を
面

串
焔
、
雪
白
何
㍗枚
七纂
め
り吻
た
短

陶
に
霧

死
た
。
熟

葉

の留

班
碧
2
ろ
琵
レ
て
行
ハ!
だ。
出

も
響

蓬

℃
琴

日
・∵
・め
界

颪
さ
%
ζ
,、
四
氏
い̀三

算

・

ぢ

ヨ

大
・シ
憲

癒
雲

ハ
げ

召
・な

聞
廷

強
象

て
め
るだ
け
に
甦

駕

つ額
レ
弾
本
の埼
つ
特
艦
で
勘り
就頃

観
の
醤
品
と
す
べ
さ
もの
嚇少
.、た
か

薩

・̀
蕪

で書

響

謹

的
流勤

窪
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撃

漂

巖

つ∫
9
商
竹

しづ

慨
て
める
。斐

卿

南
熱

の
翼

か
つし
た
艀
か
亀
恥
eお

眼
肇

蟄

の響

鶴

確
に
は
レ
饗
か

階

身
呈

禦
私
は
深
禽

芋

2
」し
・欝

轟
と
捕
璽
熱
憲

に
は
轟
り染

か
2
'。
剤

筒
時

別
畜

本に
明
饗

雰

慧

響

て
に
こ
の
短
冊
を
陳
・・£

κ
塁
の
け

ゐ
る
と
は
いひ
醇
な
い
が
こ
為
等
の交

粛
せ
る
緻職
に
お
P
ぜ.注
距
に
贋
する

え
た
の
で
あ
る
。

コ
ぞ
ノ

乙
と
ξ
、
支郷
民
夙貴
本
は
そ
び
犀成

朔
珊
に
は
知
歌
、か
畏
O多
かつ
と
.炉

2
†鰯
に
よ
2
上
尭

甕

江
下琉

葛

や
漠
前
、!、い
這
の
。謬
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プ
の
中
に
は
列
マ
フへる
勤
皇
の
心を

りれ

のひ

一幣
に
根
肇
を
曳つ
も
の
二鳳
つ
てゐ

惣
へ
.昂も
の
が
気
5
の咳
唱乙
仏
'

のニ
ニで
め
ヲな
アと
り　
　
しし
て

で
あ
ゐ
ポ
も
ア
リ
レ
ゴハに
な

　
に

謬

畔

封
・
葛
、
護

響

罷

軍

祐
堤

と
雅
の9

3

り

く
も
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肋
勘
切

含

岐

に
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ン
φ
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鋼屯
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.
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密
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で

∵
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的15
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♂
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隔脚
溺

叡
盈

㌦
認
汐
姻
り誤辱

ぎ

清

行

E
つ
て
搏つ
も
の
で
あ
る
o
轍鱒も働
一

した
表
環
形
醗
を
描
出
し
て
・
そ
の内

習
鰺
罐
蒼
あ
を
透

と

し
ても
・
そ
の
こ
と
が
獅
自
的
に椴
別

的
に俄
在
づ
け
を
す
る
も
のと
も
なら

ず
・褒
言
に
絡
循
帆
出
娘
ゐ
如
くに
瓢

響
審

レ
た
一つ
の
雛

を
蓼
も

のと
なつ
て
ゐ
る
o

在聚
の遊
跳
に
お
い
で
い
へば
、支

那
民
族
資
本
は
図
那
國
民
縄
濟が
地

方
陶
策
紹
と
國
際
的
禦
肘
よ
り脚
立

レ得
ざ
U
し
と
間」楼
に
、
正常
な
性

培
ぜ把
持
ワ褐
な
か
つ
た
o隅
する

に女
那
民
族
負
本
ば
内
郎
的束
餌
よ

い
-で
は
官
僚
蟄
本
的
な色
鑑
を
帯

び
る
尋
じ
法
り
、
外
部
的製
肘
よ
り

イ
は
買
珊
銅
本
飼
泳成
因を
ぎ
つ

む
の
ζ
'11
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朗
.。qが
父
流「.坐つ
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費

酸

羅

窺姦

霧
に麟

竃
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9

の
作

ピ
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9
鵠
仙
る
と
ご
ろ
は
鮮

じ

の
で
あ
る
。
そ
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)に
は
志

十

しか

牡

ナ
と
か
雷
つ
た
ぬ
・.な

猟
分
ぱ
箔

、二
感

せ
ら
ち
な
じ
。
ま
た
餓

鼠
蹴
夷

の
激
越
な

心な

つ
・.・つ
潴
も
の
ニ

ゾ

'
,も
、
そ
b
を
窃
.さ
4
θ
レ
え
文
寧

〆轟
朋
と
は
、
あ
く
京
で
も
優
雅

♂

氣
晶
瑳
保
つ
て
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る
の
て
あ
る
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あ
コ

昌
色
鯨
や

㊤
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筆
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跡
伝
匂
ふ
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か
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に
気
し
く
・
雲
を
敢
リ
レ
稿
冠
描
い
兀

短
珊

臥
ヤ
ゴ
大
箱
口人
∩
無
砺
込
を
思
甑

げナ

℃
る
o
愚
じ
て
こ
の

{
警
炉
り
醸
り
出

む

わ

く
}わ
る
零
喧
氣
は
、
維
新
の
鰐
業

炉
成

　

す
湾
に
曳

ぞ
執
U
命
ぜ
据
り
て
起
つ
た

人
々
の
悌
を
偲
・
に
犠
、
あ
ヰ
U
に
も

優
し
/
あ
ま
り
に
も
雅

曾
んも

り
6
あ

つ
ア.o
レ

猟
も
.
6

え
レ
げ
雅
げ
の
中

に

・
私
戦
堪
國
P
週
ω
照
酌

p
・切
な

6
活
ρ
つ

∴
の

サ
のと

で
あ
る
o
不
罷

λ
伽
激
-
、

やの

仏

み'ん

で
あ
ハノ
㍉
o

寺
卸
出

?

L衣
笹
口
の
め

・
ー
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o

."夕
日

一
明

9
ゐ
つ
㌧
。
』
婆
靴

害
臼

ロ
ニ

険

塾
恨

㌧
漕

,

遜

'
ル
ざ
よ

ケ
も
な

い
、
、
私

,̂τ
め
の
會

動
で
、"

感
畝

j

L
鴫
'

を

コ

丙

2

曇

ー

仁

く

、
直

ン

門

。

凶

・

勤

.

一、;

"

、

ノ

己
し」

支
那
罠
族
費
本は
これ
輪
の牽
削
よ

り
離
盈形
褐
ざる
ま
ま
に
流
動
資
本

と
レ
て
と
りわ
け
投
磯
に
走
リ
ソに

止
ま
り
固
定
資
本
と゚
レて
の
能
力
を

堅
締
レ
婿
ざる
京ま
であ
つた
o

◇

◇

◇

ざ
乖
ぽ
民
照
跡本
の
動
向
を
決
痙
す
る

と
e
ふ
は
如
上
の嵐
格
を
一融
せ
し
め

る
こ
と
を
喩
脚
する
o
曳
融
民
畷
艶
本

に
つ
い
て
は
蘭
轟
本
と
レ
て
の
槻
鱈

よ
り
出
℃
て
庵業
跡
本
と
し
て
の
活
路

懸
見
出
レ
得
るも
りた
ウ
レめ
る
こ
と

が
職
急
酵

で
あ
る〇
七
わ
は
膨
格
の

勘
化
と
い
ふ
より
も本
然
の
肋
廻
ー
粟

入
れ
し
む
る
こ
..・で
はあ
る
け
墳
ど
も

高
利
祠
遺
求
膨
に在
來
の地
盤
を
保
蒋

し
粥
佑
る
セ
慰
へ
ぽ、
この
擶
置
た
る

ニう
い

や
響
易
雇
↓.容
,勾も
りが
あ
る
O
加
へ

よ
そ
とぜ

て
交
恥
民
楓
賀
亦
の酢
成
に
蘇
形
的
鳳

る
も
り
て
鴻り
、
囚
部攣
力
に
或
は
外

ひつ

部
勢
力
の
潟駆
ρ
ノ
げ
とは
、
甲も
の

ヒノ

セナ
リ

の
、

」鼠縫
則
的
7民
破
君
亀
か

麩

の
で
ある
。
哨
.に
讐

詫

ぎ

蔑

さ黎

間
隙
が
あ
看

蹴に
糞

巳

の
あ
リ
レ
と
は
し
ても
、
藺
業
費
本

恥
本に
働
欝
δれ
た
支
細
大
隆
では
あ

よ
り
出
で
難
か
っ
たも
の
よ
り
濠
饗

る
が昆

難

凄

の
職

は米
轟

蒙

と
し
て
の
議

か待
蓼

毒

本
にた
つ
誌

莚

・
・
覧
解

轟

齪

黙

壌

け
れ
ば
な

より
励
め
醸
い
向
の
あ
る
こ
とも
知
恣

し
て置
かな
け
ば
な
ら
な
い
o

更那
民
族
賃
本
の
動
向
些決
足す
る

も
のと
レて
、
金
融
統
制
の分
野
に

おい
て
は
既
に
穴
東
亜
載
學
の眞
俊

即ち
民
國
三
十
年
十
二
月
十
一日
北

交
にお
い
て
金
鯉
枷
醐
管
理
規則
に

出
壇
レ
を
の
一聯
の
髄
囲
が
あ
り、

中
支に
おい
て
も
民
國
三
十
一年
八

解
酷

聡

灘

鰭

籠

套

・象
・」誌

鵬
り鰹
彩

殊
つ
て
ゐ
ると
は
蹴
取
し

金
圏
醗剤
の
凱
路
は
民
族
費
本
の留

サで

ど

のし

格を
矯
止す
べ
き
厘
命
な
持
つ
は雷

蜘
e。
藩

金
幽
磯
關
を襖
ゐ穂
力
の

りも

つ

を要
し
か
い
.⑰、
琿
下
慧
速
に
民族

堕
動
にや
逡
力
を
求
め
なけ
れ儲
所
期

資
本
を
して
中
聴
民
圓
の
仮
翼
と
穴
の
缶
パ」脚
げ
蝦
の
o由
衆
支漕
金
躍

罪
の舞
と
三
貫
の
目
馨
。
蚤

駄賦
h奪
謬
への
驚
力
に

擁
羅

翻

箋

曇

乏
桂

・
藁

讐

誓

て

り

ぜ
ヂ
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文
部

X
防
に

6
つ
て
も
金
触
点
本

も
、
貿

岬
質

A
的
粍
格
か
ら
し
て
も
商

り

た
ノ
,、肛
外槻
上
占橿

魚
み
るも

島

拐

、薯

奮

照し
て
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又
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繭
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つ
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こ
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轡

ま
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・署

け
ん
ど
も
閃
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の
戦

、
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も
の
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臣
の
大
碗
名
分

ら
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わ

♪
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搬
的

探
こ
乙
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で
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つ
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レ
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内
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逮
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f
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㌧
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猷
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せ
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つ
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し
へ
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想
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囲
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縛
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を
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。
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激
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。
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こ
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も
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は
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け
牝
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も
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繭
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ら
の
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道
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牛
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し
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や
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歪
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こ
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が
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あ
の
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の
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動
し
て
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つ
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声

九
怯
雅

卍
の
謂
は
ゆ
る
真
棘
の
氾
罷
七

琶
豊
の
風
雅
ゴ
の

省
一
を
、
さ
り
げ
キ

る
ロ

ド
菱
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西
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踏
霊
録
」
聖

手
に
す
る
享

が

出
來
セ
o
私
は
い
つ
、
君
と
こ
の
讃

に
つ
い
く
餌
旧リ

街
つ
'
、や
う
な
氣
が

す
る
o
卑9
ノで
な
く
て
も
碧
は
必
ず

噌
の
需
に
最
天
の
購
心
を
も
つ
て
居

5
に
ち
づ
ひ

汽

。
私
に
は
ざ
う
信

.レ
61げ
葛
ば
蒔
♂
,
認
理
由
炉
あ
つ
.偏

侵
旧
氏

の
』
外
す

ジ
竪
N
文
出
の
追

'M
正
し
イ
L

'謙

幕

山
弾

頁

」

に
砦
か
曜咳

て
買
畷

.一
ビ
ご
ろ
に
あ

け
で
あ
る
o
騰
る
に
溺
賢の
民
庵
瀞
本

は
金
馨
毅

つ
ては
疑
奨
と

ーレ
て
霞
雛
開
馳
に
突
鰹す
る
に
忠
買
な

る
も
の
の
み
と
は
見
嬢
～・
又
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熱
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磯
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融
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又
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憲
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あ
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定
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法
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錨
に
關
す
る
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に
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概
ね

明
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な
り
た
の
で
あ
る
o
何故
に
過

去に
於て
明
治
法
制
の
礫
狛
轄
荊
の
如

く
公
法的
分
野
に
局
隈
さ
る
＼か
の
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を
瓠
し
た
か
に
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・先
鋭の
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輩
の
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礫

饗
螢
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に
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嶺
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た
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薇
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独
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あ
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仙
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。
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ゐ
・.帰人
て
あ
る
轟は

夙
に
一部
の者
の
知
ダ
"7る
所
で
あ

つ
た
が
、此
臓
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の
研
究
の
縞
果
必

纒
めて
一珊
と
ざ
為
、
先
づ
明
治
私

法
研究
の顎
要
なる
一礎
為
ぜ
置
か

れ
、
先駈
的
役
瀞
ぜ果
ざ
墾
.κ翫
に

射
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て
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,納噛
苫
○
僻
～り.げ
な

ば
な
うな
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概
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＼
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篭
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を

訂
正
加
鑑
さ
れ
た
も
り
て
ある
o
此
の

内
饗
を
瞭
へ
ら
㌧
た続
数
に
於
て
は
鰯

磁
織
鮫
に
巨
る
遊
の鰹
侃
を
な
す事
は

不
可
鱈
o
あ
る
び
・
氏
に
先
つ
本
書
を

第
一部
と
第
二
部
とに
分
た礼
、
第
一

部
に
於
て
民
法
の
澱毎
過
琶
の
確
郷
一

閲
を
・
第
二
部
し
於
て
特
に
民
法
麟
繕

雫
繋
料
を
懇
集
し
て
綴
πに
れ
て
ゐ
る

}命
日
に
在
り
て
は
知
之
構・
罠
法
卿
搬

畢
跡
料
が
晋
く
蟹
界
に
知
悉レ
墜
さ
れ

ロね
　る

サう

て
ゐ
ず
、
其
の
監
理
P
興
期
を設
レて

ゐ
な
い
時
で
あ
ろ
から
、
氏点
第
一蔀

を
蟹
け
て
民
法
麟
識
噴
に
關
す
る
即
料

を
聚

さ
れ
n
其
の
用
瀞
憾
郵な
る
⑫

圖
と
其
の
舞
力
に
封し
て頭
の
下
る
も

の
が
あ
る
。

要
之
、
萱
料
の
周別
な
る
槍
討
な
く

レ
て
は
確
賓
な
る
紬
講
に
到
痛
す
る

事
は
不
司
能
で
ある
o
茂
の
研
究
態

度
に
戯
し
て
は滞
腔
の緯歳
の
畔
捨

袋
す
る
も
の
で
あ
る
o
先
づ
第
一部

の
民
法
顔
欝
曲
幌
の
研究
は
諭
旨
は

大
遇
、
犠
健
要醤
で
而も
衙
め
て
着

買
で
あ
り
、
蟹
刷傍
饅
、今
日
郷
易

に
手
に
し
拠
る
責
料
は
概
ね
殆
ど
飴

す
所
な
く
蓼
照
さ
れ
て
ゐ
る
燦
で
あ

る
o
從
つ
て
民
法
翻
鱗
避掃
の
穴磯

は
此
為
以
上
に
蝿
す
る
研
究
を
今
日

得
る
ぴ
は
舛
易
で
は
なか
ら
うと
思

み。
鞍

君

り
箇
々
の
細
・蟻
藻
定

に
關
レて
械
駆
見
と
脱
を麗
に
す
る
職

の
俄
在
す
る
所
り
の
る
寧
は
これ
塀
止

第
樽
ざ
ろ
下
碗
」あ
る
が・
一艦
の

ニ

アちゅ霜
ー本
瞥
た
叫
了
ノ
る事
に
よ
U
て

ヴぷ
へも

で

明
冶
期
に
於
け
'ハ民
広
典
の纏
纂
過
程

の全
綴
を
よ
匁理
解
レ
得
ら
杣る
も
の

があ
る
の
で
あ
ら
う
o
第
二
部の
民
法

騰
饗
費

載

無

も
・
も
ピよ
り

るぼ

しゐ

ろ
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全
部
嚇
網
羅
的
し
絵
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